
Sienna‛s Watching シーナズ・ウォッチング

●きた産業恒例のFOODEX展示会での調査、今年は「お酒のアル
コール度数の認識度」について聞きました。●RTDでは、アルコー
ル度数をちょっと上げたり、ちょっと下げたりして、新しい需要を作
り出しています。定番のビールやワインにしても、じつはよく見ると
度数が微妙に違う。●果たして、アルコール度数の高い低いはどの
程度認識されているのか？また、異酒類間の度数差はどう認識され
ているのでしょうか？　 (text & pictures = Sienna K. Emiri)
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日本人122人に聞いた
　「お酒のアルコール度数の認識度」調査
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正解と調査結果正解と調査結果：もっとも正解が多かったのは「一升びん清酒vs一升びん焼酎」で正解率80％。一方、もっとも難問だったのは「スパークリング清酒・
澪vsアサヒスーパードライ」で正解率わずか5％。正解は「＝」なのですが「＞」と回答した人が、実に67％でした。そのほか、難しかったのは：「シャトー
マルゴーvs白鶴まる紙パック」（「＞」が正解なのですが「＜」と回答した人が57％）、「キリン一番搾りvsキリンクラッシックラガー」（「＞」が正解なのですが、
「＜」と回答した人が50％）、「サントリー山﨑vsニッカ余市」（「＜」が正解なのですが、「＝」と回答した人が47％）など。業界関係者が多いFOODEX展
示会、しかも左下記載のように飲酒頻度の高い調査対象にして、アルコール度数を認識している人は意外に少ない事がわかりますね。
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外国人108人に聞いた
　　　「サケ関連のニホン語認知度」
●「スシ」「サケ」は今や世界標
準語。「ワギュウ」「ギンジョウ」「ワ
サビ」など、やや高度な日本語も
海外で見かける場面が多い。　
●日本人向け調査とは別に、海外
の人には、特にお酒に関係した日
本語の認識度を調査。興味深い
その結果は、紙幅の関係で次の
機会にご紹介します。

5% 5% ==  5%5%
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48％

●正解率48％
「最多回答」
＝「正解」

●正解率34％
「最多回答」＝「＜」
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「最多回答」＝「＝」
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Mr. Mrs. 20-49 歳 50歳以上

78人 44人 84人 38人

1回以下 2-3回 4回以上 AVE.
清酒 61人 34人 25人 1.8回
焼酎 85人 21人 12人 1.2回

ウイスキー 99人 15人 4人 0.8回
ビール 48人 37人 38人 2.2回
ワイン 85人 26人 9人 1.2回

Q：１週間に何回飲みますか？

Q：性別・年齢は？


